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図 3．アサリ殻長組成（上：1m，下：海底） 

 

 

図 4．飼育期間中の水温の推移 

 

殻長組成を図 3，試験期間中の水温の推移を図 4 に

示した。成長を比較すると平均殻長は水深 1m が 14.7

㎜→19.7 ㎜，海底が 14.9 ㎜→19.7 ㎜，平均重量は水深

1m が 0.81g→1.79g，海底が 0.88g→1.84g となり両者に

殻長，重量とも差はほとんどなかった。 

 稚貝採取調査と同様に殻長が 10 ㎜未満の貝は生残

が悪い結果となった。今回の調査では海底よりも水深

1m に垂下した方が生残率の良い結果になった。 

 

3．栄養塩プランクトン調査 

プランクトンは 9 月に下之郷，的矢大橋，三ヶ所で

1mL 当たり 1 万細胞を超える珪藻が出現していて赤潮

状態であったが，その後は各地点で 3 月までプランク

トンはほとんど出現しなかった（図 5）。 

 

 

 栄養塩ついては，全窒素は飯浜，下之郷の湾奥部で比

較的高い値で推移し，全リンは下之郷以外低い値で推移

したが，各地点ともアオノリの成長阻害したり、色落ち

が発生するような値ではなかった。 

 

 

        図 5. 珪藻出現量の推移 

 

        図 6. 全窒素量の推移 

 

 

         図 7. 全リン量の推移 
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